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本日、ここに、令和２年度予算案及び関連諸議案を提出し、ご審議いただ

くにあたり、施政の基本方針とともに概要を申し上げ、市民の皆さま並びに

議員各位のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 

◎はじめに 

昨年我が国は、「令和」という新しい時代の幕開けを迎えました。松戸市

においても、新時代の到来を予感させる、さまざまな出来事や話題がありま

した。 

松戸市出身でプロ野球・福岡ソフトバンクホークスの高橋礼選手が新人王

を受賞した他、大相撲・佐渡ヶ嶽部屋の琴ノ若関が十両に昇進し、５８年ぶ

りに松戸市出身の関取が誕生しました。また、大型商業施設「キテミテマツ

ド」と「テラスモール松戸」が開業し、松戸の街に新たな賑わいが生まれま

した。すぐやる課５０周年記念式典や全国ねぎサミットなど、大きなイベン

トが盛況のうちに開催できましたことも明るい話題となりました。 

その一方で、台風や豪雨による災害に見舞われた年でもありました。今後

も、市民の皆さまの生命・身体・財産を守るため、防災対策をより一層強化

しなければならないという思いとともに、地球温暖化による気候変動対策は、

地方自治体にとっても待ったなしの課題であるとあらためて認識したとこ

ろです。 
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松戸市が力を入れてきた子育て支援については、日本経済新聞社関連の

「共働き子育てしやすい街ランキング」の全国編で、２０１７年に次いで２

度目となる１位を受賞し、東京都を含む総合編でも過去最高の２位という高

評価を受けることができました。今後も子どもと子育て家庭にとってやさし

いまちづくりに取り組んでまいりたいと考えております。 

  

◎まちづくりに対する基本的な考え方 

それでは、まちづくりに対する基本的な考え方について、これまでの実績

を交えて述べさせていただきます。 

本市の「人口ビジョン」を実現させるために策定した「総合戦略」では、

５か年に取り組むべき政策目標や施策をまとめ、４つの基本目標を設定して

おります。 

一つ目は、「子育て・教育・文化を軸とした都市ブランドづくり」でござ

います。 

子育てに関しては、子どもたちを元気に育てる環境をつくり、子どもの育

ちを社会全体で支えていくための切れ目のない支援を引き続き行ってまい

りたいと考えております。送迎保育ステーションの整備や幼稚園の預かり保

育の充実、放課後ＫＩＤＳルームの増設の加速化などを進めるほか、児童館・



   

3 
 

こども館や中高生の居場所を充実させ、地域の中で小中高生が安心して過ご

すことができる場を提供していきます。 

教育の面では、新たな時代に子どもたちが対応できるよう、教育委員会と

緊密に連携して教育環境の整備に力を入れ、「教育はみんなで」を合言葉に、

みんなで子どもたちを育み、みんなが生き生きと学ぶ社会の実現に向け、教

育や文化に関する施策を展開してまいりたいと考えております。 

また、文化の分野では、今年はいよいよ東京２０２０オリンピック・パラ

リンピック競技大会が開催されますが、松戸市はドミニカ共和国・ルーマニ

アのホストタウンとして事前キャンプ成功に向けた準備を進めております。

今大会での応援・おもてなしなどの交流をとおして、両国との友好関係をさ

らに深めていきたいと思います。 

二つ目は、「高齢者がいつまでも元気に暮らせるまちづくり」でございま

す。 

高齢化が進む社会において、高齢者にやさしいまちづくりはますます重要

になります。地域に暮らす市民の皆さまだけでなく、松戸で働き、松戸で活

動される、松戸にかかわる皆さまが、支えあいながら、自分らしく活躍でき

る出番や居場所がある地域コミュニティづくりのため、町会・自治会や地域

包括支援センター、社会福祉協議会、民生委員・児童委員、ＮＰＯや民間事
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業者の方々などが共に考え、協働する意識の醸成を図り、「地域共生社会」

の実現に向けた取り組みをさらに進めてまいりたいと考えております。 

三つ目は、「まちが再生し、賑わいのあるまちづくり」でございます。 

現在、松戸駅西口駅前広場では、賑わいや安らぎの創出のため、継続した

整備を行っておりますが、同駅構内には今年３月までに、すべてのホームに

エレベーターが整備され、バリアフリー化が実現します。また、他の地域に

おきましても、市域全体の魅力を高めるまちづくりに向けた取り組みを地域

の皆さまとともに進め、若い人たちをはじめ幅広い世代の方々が、住みやす

く買い物しやすいまちを目指してまいりたいと考えております。 

四つ目は、「経済が活性化し、安心して働けるようになるまちづくり」で

ございます。 

昨年は市内に２つの大型商業施設が誕生しました。上野東京ライン開業に

よるＪＲ常磐線の東京駅、品川駅乗り入れや、東京外かく環状道路の県内区

間開通と松戸インターチェンジの設置など、アクセス性の向上効果と相まっ

て、新たな賑わいや人の流れを生み出し、松戸市の経済活性化、雇用創出に

大いに寄与しているものと考えております。もっと松戸で買い物ができるよ

うに、もっと松戸で働く場があるように。そのような視点でこれからのまち

づくりを進めてまいりたいと思います。 
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安全・安心なまちづくりでは、昨年９月の台風１５号に続き、１０月に発

生した台風１９号により、東日本の広範囲が大雨に見舞われ、河川の堤防が

決壊し、土砂災害が発生するなど、各地に大きな被害をもたらしました。本

市においても、倒木や一部地域での停電が発生いたしました。 

台風１９号では、市内に開設した避難所に一時は約１，４００人が避難し

ましたが、これだけ多くの方が避難したのは東日本大震災のとき以来のこと

でした。台風の進路によっては、市内に甚大な被害をもたらしていたかもし

れません。 

例えば今回のような大規模な水害の発生が想定される場合には、河川整備

などのハード対策に加え、適切なタイミングで避難指示、避難勧告等の発令

を行い、その情報を確実に伝達し、皆さまに安全に避難していただくことが

重要であると認識しております。災害に強いまちづくりのため、ハード面と

ソフト面の両方の対策を着実に進めてまいりたいと考えております。 

以上が、４つの基本目標を柱としたまちづくりの基本方針でございます。 

 

◎令和２年度予算 

次に、本市の令和２年度予算について説明申し上げます。 



   

6 
 

新年度の一般会計予算は、子育て支援の取り組み等を積極的に行う一方で、

プレミアム付商品券発行事業が完了したことなどから、本年度より０．７パ

ーセント減の１，５５１億６，０００万円を計上いたしました。 

歳入の根幹をなす市税につきましては、これまでの実績を勘案し、市税全

体では本年度同水準、平成３１年度より５千万円増の６９０億円を見込んで

おります。 

歳出の構成比につきましては、民生費が５１．７パーセントと最も高く、

次いで衛生費の１０．２パーセント、土木費の８．９パーセントの順となっ

ております。 

今後も、市税等の自主財源確保に向けた取り組みや、歳出の削減、事業の

見直しを不断に重ねていき、健全財政を維持しつつ、予定しております大規

模事業を含め、成長戦略などの必要な政策に投資を行ってまいりたいと考え

ております。 

 

◎子育て・教育・文化を軸とした都市ブランドづくり 

続きまして、新年度の主要な施策について、まずは総合戦略の４つの基本

目標の方向性に沿って説明申し上げます。 

最初に「子育て・教育・文化を軸とした都市ブランドづくり」でございま

す。 
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まず、子育てに関しては、年間を通した保育需要にもしっかりと対応する

ため、年度途中での開園を含めた小規模保育施設の整備を更に進めるととも

に、地域の実情を捉えた民間保育園の整備についても支援することで、実質

的な待機児童の解消を図ってまいりたいと考えております。 

さらに、働いていても幼稚園の教育を受けられるよう、長時間の預かり保

育を行う幼稚園を増やしたいと考えております。 

併せて、幼稚園の利用者を増やすため、八柱駅前、東松戸駅前に送迎保育

ステーションを新たに開設するとともに、他の地域での送迎保育ステーショ

ン開設に向けた準備を進めてまいります。また、幼稚園の取り組みや魅力な

どを市民に発信する預かり保育セミナーを引き続き開催します。 

幼稚園の人材確保に向けては、幼稚園教諭に対する松戸市の補助制度など

を周知するパンフレットの作成や免許更新の費用の補助を新たに実施し、支

援を強化してまいります。 

保育士確保の対策としては、休暇を取りやすい環境づくりへの支援や、奨

学金返済の支援を新たに実施します。また、学生や潜在保育士を対象にした

就職フェアを開催します。 

地域の子育て支援では、乳幼児の一時預かり機能を持った拠点の新規開設

に加え、八柱地区に病児・病後児保育施設を開設します。また、多胎世帯を
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対象とした子どもの一時預かりや、多胎育児を経験された方々との交流会な

どを開催します。 

子どもの居場所づくりでは、小学生の居場所としては、放課後ＫＩＤＳル

ームを新規に１０校開設するとともに、青少年会館分館の一部を活用し、市

内５か所目となる樋野口こども館を開設します。 

また、八柱駅ビル内に市内４か所目となる中高生の居場所を開設し、学校

や家庭以外でも勉強や交流など様々な体験ができ、安全安心に過ごせる環境

の整備を引き続き進めてまいります。 

こうした子育て支援の取り組みをより多くの子育て世代の方に知ってい

ただくためにも、情報発信や市内外でのプロモーション活動を継続してまい

ります。 

教育に関しては、本市独自の取り組みである「言語活用科」をリニューア

ルします。小学１年生から、日本語と英語の両輪で、義務教育９年間を通し

た「ことばのトレーニング」を行ってまいります。 

また、市内２つ目となる「ほっとステーション」を新たに開設したいと考

えております。福祉的な相談もできるよう、スクール・ソーシャル・ワーカ

ーと訪問相談員を配置し、保護者と子どもが安心できる居場所にしていきた

いと思います。 
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小・中学校の施設整備では、体育館が災害時の避難所になることを鑑み、

トイレの洋式化を順次進めてまいります。 

生徒数の増加が見込まれる河原塚中学校におきましては、校舎の増築工事

に着手したいと考えております。 

松戸運動公園では、陸上競技場の第３種公認に伴う工事等が完了いたしま

すことから、リニューアルを記念したイベントを実施する予定でございます。 

また、松戸市名誉市民であり、市民会館の名誉館長である宇宙飛行士の山

崎直子さんが、スペースシャトルに搭乗してから１０年経過することから、

記念の講演をお願いしたいと思っております。 

２１世紀の森と広場・森のホール２１・博物館では、３館連携による「千

駄堀地区３館連携文化交流事業」を推進し、世代を超えた多くの市民の皆さ

まに文化や歴史に触れる機会を提供してまいりたいと考えております。江戸

時代をテーマに、参加体験型展示、講演会、イベントなどの実施を企画して

います。３館合同のツイッターを開設し、情報を発信していきます。 

文化に関しては、国内外アーティストの滞在制作拠点であるパラダイスエ

ア事業や、コンテンツ産業の支援事業を通して、アーティストやクリエイタ

ー等が活躍できる環境を整え、創造都市を目指していきます。また、ポップ

カルチャーやストリートカルチャーなどのイベントの開催などを通して、多

様な文化を受け入れ、育む風土を醸成してまいります。 
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令和３年５月には、オーストラリア・ホワイトホース市との姉妹都市締結

５０周年を迎えます。姉妹都市であるホワイトホース市との交流を進めると

ともに、ホストタウンであるドミニカ共和国との梨を通じた交流事業を引き

続き実施してまいりたいと思います。 

また外国人観光客誘致のために市内事業者とともに観光コンテンツの開

発に取り組み、さらに、観光情報を多言語で提供できるように努めてまいり

ます。 

多文化共生社会の実現と外国人市民の活躍が求められる中、生活者として

の外国人市民の支援といたしましては、昨年１０月より体制を拡充した外国

人相談窓口での相談事業を引き続き行うとともに、外国語版生活ガイドブッ

クの充実を図ってまいります。さらに、外国人向けの日本語教室を共催して

いる日本語ボランティア会への支援を継続するとともに、就職にも役立つよ

うな日本語教室を新たに開催したいと考えております。 

 

◎高齢者がいつまでも元気に暮らせるまちづくり 

次に、「高齢者がいつまでも元気に暮らせるまちづくり」でございます。 

２０２５年には団塊の世代が７５歳以上の後期高齢者となります。そのよ

うな時代が間近に迫っている中で、「健康寿命の延伸」と「地域共生社会の
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実現」、この２つの取り組みが今後ますます重要になっていくと考えていま

す。 

健康寿命の延伸に向けた新たな取り組みとして、保健事業と介護予防を一

体的に実施することにより、高齢者が加齢による心身虚弱に陥ることを予防

する、フレイル予防を推進してまいります。 

高齢者の健康づくりには、外出してもらえるような仕組みや仕掛けが大切

だと考えております。あわせて、交通不便地域である中和倉地区においては、

コミュニティバスを本格運行に移行し、外出しやすい環境づくりの役割も担

えるよう進めてまいります。 

地域共生社会の実現に向けては、「福祉まるごと相談窓口」による包括的

な相談支援体制の構築を推進するとともに、市内１５の日常生活圏域におけ

る「地域包括支援センター」や「地域サポート医」の配置により、地域包括

ケアシステムの強化を図っております。また、「地域づくり交流会」や「地

域包括ケア推進会議」を通じ、地域住民が主体的に地域課題を把握して解決

を試みる地域力強化に取り組んでいるところです。 

このほか、高齢者の地域での暮らしを支える仕組みの一つに成年後見制度

がありますが、制度の利用促進にかかる地域連携ネットワークづくりを進め

るため、中核機関を新たに設置したいと考えております。 
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さらに、「多世代まるごと居場所づくり」プロジェクトを市内３地区で試

行的に立ち上げるほか、市民活動と地域活動の活動拠点のマッチング、関係

機関や市民が協働してエンディングノートガイドラインの作成などに取り

組むとともに、地域共生社会の理解を深める講演会などを実施したいと考え

ております。 

また、介護が必要となっても住み慣れた地域で安心して暮らし続けていけ

るよう、「いきいき安心プランⅥまつど」に基づき、重度者向け在宅サービ

スである、小規模多機能サービスや、定期巡回サービスの整備・普及ととも

に、特別養護老人ホーム２施設で計８０床の増床を行い、多様なニーズに対

応した施設整備を進めてまいります。 

そして、介護サービスを支える、介護人材の確保につきましては、介護保

険制度が創設され２０周年を迎えることから、永年勤続表彰を実施するほか、

介護職員が医療的ケアを実施するための研修費用の助成を新たに実施する

など、介護職員のモチベーションアップ及びスキルアップの支援をより一層

進めることにより、人材の確保・育成・定着に努めてまいります。 

 

◎まちが再生し、賑わいのあるまちづくり 

続きまして、「まちが再生し、賑わいのあるまちづくり」でございます。 
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まず、松戸駅周辺地域のうち、新拠点ゾーンについては、「新拠点ゾーン

整備基本計画」を引き続き策定してまいります。あわせて、市役所本庁舎

に関しては、昨年に引き続き、「新庁舎整備基本計画」の策定を進めてまい

ります。 

松戸駅周辺の活性化に結び付く矢切地区の観光拠点については、矢切の渡

し公園および外周道路の整備を進めてまいります。 

新松戸駅東側の土地区画整理事業では、地区の皆さまとの合意形成のため

の取り組みを継続し、事業の推進を図ってまいります。併せて、常磐線快速

列車の新松戸駅停車に向けて、ＪＲ東日本に対して働きかけてまいります。 

道路交通網では、外環道と成田空港を結ぶ北千葉道路は、緊急輸送路とし

ての役割や沿道地域の渋滞の緩和、地域経済の活性化等が期待されておりま

すが、今月４日から千葉県にて、都市計画案及び環境影響評価準備書の縦覧

が行われるなど、事業化に向けた手続きが進められています。この北千葉道

路と接続される３・３・７号横須賀紙敷線においては、河原塚地先の延長  

９４３ｍ区間の道路整備に向けた用地買収を引き続き積極的に進めてまい

ります。 
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◎経済が活性化し、安心して働けるようになるまちづくり 

四つ目は、「経済が活性化し、安心して働けるようになるまちづくり」で

ございます。 

中小企業の活性化を図るには売上向上のため販路開拓や新たな商品・サー

ビスの開発が欠かせない一方で、雇用の確保や後継者不足など様々な課題が

山積しております。こうした課題を解決するために、具体的な提案を行う、

ワンストップ伴走型の支援体制が必要ではないかと考えております。そのた

め、高度な知見と経験を有する経営アドバイザーを配置した相談センターの

新設を検討しており、新年度はその準備と機運醸成のため、市内事業所の実

態調査を実施するとともに、中小企業支援フォーラムを開催いたします。 

また、中小企業支援としましては、事業承継資金や新規開業資金等の融資

に対する利子補給を新たに実施いたします。就職サポート事業につきまして

は、まつど合同企業説明会に加えて、企業向けの採用力強化セミナーを開催

いたします。 

その他、市内で新規に会社を設立する起業者に対し、登録免許税等を補助

する制度を創設します。また、市内にサテライトオフィスやシェアオフィス

を新たに設置し、運営する事業者に対する補助や、「松戸スタートアップオ

フィス」を卒業した企業が市内で事業を実施する際の補助を新たに設け、市

内における企業立地を後押ししてまいります。 
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女性の活躍推進といたしましては、「女性センターゆうまつど」に開設し

た、仕事と育児や介護などとの両立に関する相談窓口を通じ、ハローワーク

が運営する求人情報オンライン提供サービスを利用した紹介状発行まで一

貫して行うことにより、再就職を望む、より多くの女性へのきめ細やかな支

援を継続して実施してまいります。 

以上、総合戦略の４つの基本目標の方向性に沿った主要な施策について説

明いたしました。 

 

◎その他の主要な施策について 

続きまして、「安全・安心なまちづくり」などに関連する主要な施策につ

いて、説明申し上げます。 

防犯対策については、令和元年の刑法犯認知件数は、３，４１１件で、前

年比マイナス３２２件となっており、減少傾向が続いておりますが、子ども

の安全確保を目的とした通学路等への街頭防犯カメラの増設や電話利用詐

欺撃退機器の貸し出しを継続するなど、対策を強化してまいりたいと考えて

おります。駅前の放置自転車対策としては、自転車駐車場の適正な管理・運

営等を引き続き行うとともに、放置防止啓発活動を継続して実施してまいり

ます。 
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虐待防止対策については、松戸市虐待防止条例を制定し、児童、高齢者及

び障害者に対する虐待の更なる防止対策の推進を図り、地域の皆さまととも

に、虐待のない誰もが安心して暮らせるまちの実現に向け、取り組んでまい

りたいと考えております。 

消費者対策では、複雑化・多様化する消費者問題に対応するため、消費者

被害の未然防止や救済への取り組みを推進しております。市民の皆さまが安

全安心で豊かに暮らすことができる社会の実現に向け、引き続き消費者行政

の充実を図ってまいります。 

農業については、都市農業振興計画に基づき、松戸産農産物のブランド化

を促進するとともに、生産性向上のため、農家への支援を引き続き行ってま

いります。 

現在６市で共同運用している消防指令業務については、令和３年２月から

１０市での共同運用を開始いたします。 

また、近年の救急出場件数の増加に対応するため、救急隊を１隊増隊した

いと考えております。 

交通バリアフリー整備事業については、八柱駅周辺の現況調査が完了した

ところであり、引き続き関係機関と協議しながら、整備を進めてまいりたい

と考えております。 
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ＪＲ北松戸駅、馬橋駅、新松戸駅、北小金駅におきましてホームドアの設

置が令和３年度にかけ実施されることから、完成後に県とともに支援してま

いりたいと考えております。 

旧紙敷土地区画整理６５街区には、東部支所、図書館、（仮称）青少年プ

ラザを集約した複合施設を建設してまいりたいと考えております。 

病院事業については、総合医療センターの診療体制の更なる充実を図り、

良質な医療の提供に努めてまいります。また、福祉医療センター東松戸病院・

梨香苑の今後のあり方を検討し、方針を定めてまいりたいと考えております。 

大雨による災害対策としては、紙敷川、上富士川などの改修整備を継続し

てまいります。 

水道事業では、水道管の耐震性を高め、いつでも安全・安心に水道が使え

るよう、引き続き、老朽管の更新に努めていくとともに、水源維持のため、

計画的に井戸の改修工事などを行ってまいります。 

下水道事業については、更なる健全経営に向け、普及率の向上や経費回収

率の向上を経営目標として取り組みます。また、震災時に収容避難所となる

小・中学校のマンホールトイレの整備や、緊急輸送路となる重要路線などの

マンホール浮上防止対策を、引き続き実施してまいります。 
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道路の舗装や橋りょう、横断歩道橋などの道路インフラの長寿命化につい

ては、５年毎に見直しを行っている修繕計画に則り、予防保全型の修繕を継

続してまいります。 

自転車走行空間ネットワーク整備については、自転車利用者と歩行者が安

全で快適に移動できる交通環境整備を進めてまいります。 

廃棄物の適正処理については、（仮称）リサイクルプラザの建設工事に着

手いたします。また、新焼却施設の建設について検討をする焼却施設基本構

想の策定作業を進めてまいります。 

平和事業については、令和２年は戦後７５周年、松戸市が平和都市を宣言

して３５周年の節目の年を迎え、平和記念事業と併せて、市内の中学生を平

和大使として、長崎市で開催される「青少年ピースフォーラム」へ引き続き

派遣いたします。 

また、戦争体験者の減少が進むなか、平和語り部などの継承事業や世界で

起きている紛争等の現状を伝える事業などを通じて、引き続き次の世代に平

和の大切さや戦争の悲惨さを伝えてまいります。 

以上、新年度の主要な施策について、その概要を申し上げました。 
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◎おわりに 

さて、今年は待ちに待った東京２０２０オリンピック・パラリンピック競

技大会が開催されます。オリンピック聖火リレーでは、前回の東京大会では

通過することのなかったオリンピック聖火が７月４日に松戸市を通過し、さ

らに千葉県内の最終聖火ランナーの到着を祝う式典を松戸中央公園で行う

ことになっています。また、東京２０２０大会への出場が内定している女子

レスリングの皆川博恵選手をはじめ、今後も松戸市ゆかりの選手の出場が、

続々と決まっていくのではと大いに期待しております。市民の皆さまと共に

応援し、大会を盛り上げ、感動を分かち合いたいと思います。 

今年の５月には、自動車の「松戸ナンバー」の交付が開始される予定です。

松戸の風景をデザインした図柄入りのプレートを選ぶこともでき、松戸ナン

バーを付けた車が日本全国を走ることで、市のＰＲや観光振興、地域振興に

寄与するものと期待をふくらませています。 

また新年度は、新たな総合計画と都市計画マスタープランを策定いたしま

す。今後のまちづくりの基本的な方針を示す重要な計画であることから、議

会の皆さまとも対話を重ね、市民の皆さまのご意見も伺いながら、成案化を

図ってまいります。 
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松戸市の人口は今年中に５０万人に達することが見込まれます。松戸市が

さらに発展するよう、市政運営に全力で取り組んでまいりますので、改めて、

市民の皆さまをはじめ、議員各位のご支援、ご協力を賜りますことをお願い

申し上げ、新年度の施政方針とさせていただきます。 

 

 


